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新新首首都都
｢｢東東京京かからら東東濃濃へへ｣｣

ＰＰ２２ 議議会会だだよよりり

ＰＰ４４ 秋秋のの美美術術展展

ＰＰ５５ みみんんななのの広広場場

ＰＰ８８ 教教育育委委員員会会

ＰＰ����市市のの職職員員給給与与等等のの公公表表

ＰＰ����おお知知ららせせ

ＰＰ����みみななささんんへへ一一言言
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平
成
��
年
第
四
回
市
議
会
定
例
会
が
、

９
月
４
日
か
ら
９
月
��
日
ま
で
の
��
日

間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

条
例
案
件
三
件
、
人
事
案
件
三
件
、

予
算
案
件
三
件
、
そ
の
他
案
件
四
件
、

認
定
案
件
二
件
、
議
員
発
議
五
件
、
請

願
一
件
の
合
計
二
十
一
件
が
審
議
さ
れ
、

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
採
択
す
べ

き
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
４
日

本
会
議

(

諸
般
の
報
告
、

会
期
の
決
定
、
議
案
上
程)

９
月
��
日

本
会
議(

市
政
一
般
質
問)

９
月
��
日

本
会
議(

市
政
一
般
質
問
、

議
案
質
疑
、
委
員
会
付
託)

９
月
��
日

委
員
会(

総
務
文
教
委
員
会)

９
月
��
日

委
員
会(

市
民
福
祉
委
員
会)

９
月
��
日

委
員
会(

経
済
建
設
委
員
会)

９
月
��
日

本
会
議(

委
員
長
報
告
、

議
案
質
疑
、
討
論
、
採
決)

●
瑞
浪
市
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

【
定
年
退
職
者
等
の
再
任
用
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

【
個
人
に
関
す
る
情
報
の
適
正
な
取
り

扱
い
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
事
項
を

定
め
、
市
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の

開
示
及
び
訂
正
等
を
請
求
す
る
権
利

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個

人
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め

の
も
の
】

●
瑞
浪
市
積
立
基
金
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

【
市
の
産
業
振
興
の
経
費
に
充
て
る
た

め
、
新
た
に
産
業
振
興
基
金
の
項
目

を
追
加
す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
教
育
委
員
会
委
員

(

教
育
長)

近
藤

愼
平
さ
ん
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
河

合
哲
心
さ
ん

(

土
岐
市
泉
が
丘
町
二

丁
目
九
六
番
地
、
��
歳)

を
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
】

●
瑞
浪
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
教
育
委
員
会
委
員
野
平
統
一
郎
さ
ん

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
近
藤
泰
文
さ

ん

(

宮
前
町
二
丁
目
六
〇
番
地
、
��

歳)

を
任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

同
意
】

●
瑞
浪
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
監
査
委
員
柴
田
章
一
さ
ん
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
亀
山
博
明
さ
ん

(

土
岐

町
六
番
地
の
四
、
��
歳)

を
任
命
す

る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
】

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補

正
予
算

(

第
一
号)

【
一
般
会
計
予
算
を
七
億
四
千
五
百
七

十
万
円
増
額
し
、
総
額
を
百
三
十
六
億

二
千
三
百
七
十
万
円
と
す
る
も
の
】

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

(

第
一
号)

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
を
一
千

万
円
減
額
し
、
総
額
を
十
四
億
一
千

八
百
七
十
万
円
と
す
る
も
の
】

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算

(

第
一
号)

【
水
道
事
業
会
計
予
算
の
う
ち
、
収
益

的
収
入
お
よ
び
支
出
を
一
千
六
百
九

十
万
五
千
円
増
額
す
る
も
の
】

●
岐
阜
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

【
一
部
事
務
組
合
の
加
入
及
び
脱
退
並

び
に
広
域
連
合
の
加
入
に
伴
う
改
正
】

●
瑞
浪
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

【
契
約
金
額
＝
二
十
八
億
五
千
六
百
万

円
、
契
約
の
相
手
＝
株
式
会
社
川
崎

技
研

(

福
岡
市)

、
工
事
場
所
＝
日

吉
町
字
勝
狭
間
地
内
、
処
理
方
式
＝

酸
素
式
熱
分
解
直
接
溶
融
炉
、
処
理

能
力
＝
一
日
五
〇
ト
ン

(

可
燃
ご
み

四
五
ト
ン
、
脱
水
汚
泥
五
ト
ン)

、

管
理
棟
＝
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平

屋
建
、
工
場
棟
＝
地
下
一
階
、
地
上

四
階
建
】

●
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

【
日
吉
町
深
沢
の
三
路
線
及
び
土
岐
町

奥
名
の
一
路
線
を
廃
止
す
る
も
の
】

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

【
小
田
町
の
大
法
原
４
号
線
を
市
道
と

し
て
認
定
す
る
も
の
】

平成��年��月��日
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●
平
成
十
一
年
度
多
治
見
市
外
十
四
市

町
村
伝
染
病
予
防
組
合
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

●
平
成
十
一
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

●
育
児
・
介
護
休
業
法
と
保
育
施
策
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書

【
育
児
・
介
護
休
業
法
に
短
時
間
勤
務

制
度
の
拡
充
、
子
ど
も
・
家
族
看
護

制
度
の
新
設
、
男
性
の
育
児
休
業
取

得
促
進
策
、
時
間
外
労
働
等
の
免
除

措
置
を
盛
り
込
み

｢

仕
事
と
家
庭
の

両
立
支
援
法

(

仮
称)｣

へ
と
改
正

さ
れ
る
よ
う
、
ま
た
多
様
な
保
育
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
と

学
童
保
育
の
拡
充
等
を
さ
れ
る
よ
う

政
府
要
望
す
る
も
の
】

●
児
童
手
当
制
度
の
抜
本
的
改
善
を
求

め
る
意
見
書

【
支
給
対
象
児
童
を
０
歳
児
か
ら
十
五

歳
ま
で
に
拡
大
し
、
支
給
額
を
第
一

子
、
第
二
子
月
額
一
万
円
、
第
三
子

以
降
は
月
額
二
万
円
と
し
、
所
得
制

限
は
撤
廃
さ
れ
る
よ
う
政
府
へ
要
望

す
る
も
の
】

●
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書

【
県
の
現
在
の
制
度

｢

三
歳
未
満
児
ま

で
を
対
象｣

を

｢

六
歳
未
満
児
ま
で

を
対
象｣

と
さ
れ
る
よ
う
岐
阜
県
知

事
へ
要
望
す
る
も
の
】

●

｢

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
促
進
法｣

の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見
書

【
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
ま
た
地

域
活
性
化
に
も
貢
献
す
る
、
風
力
、

太
陽
光
・
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
小
水

力
、
波
力
、
潮
力
な
ど
の
い
わ
ゆ
る

環
境
負
荷
が
小
さ
い
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
よ
る
発
電
を
促
進
す
る
法
律
を

早
期
に
制
定
さ
れ
る
よ
う
政
府
へ
要

望
す
る
も
の
】

●
閉
会
中
の
調
査
及
び
委
員
派
遣
承
認

要
求
に
つ
い
て

【
小
里
川
ダ
ム
・
新
丸
山
ダ
ム
特
別
委

員
会
、
研
究
学
園
都
市
特
別
委
員
会
、

瑞
恵
バ
イ
パ
ス
促
進
特
別
委
員
会
の

各
委
員
を
議
会
閉
会
中
に
調
査
の
た

め
派
遣
す
る
こ
と
に
つ
い
の
承
認
】

●
育
児
・
介
護
休
業
法

｢

仕
事
と
家
庭

の
両
立
支
援
法｣

へ
の
改
正
等
に
関

す
る
意
見
反
映
の
請
願

◎
個
人
情
報
保
護
制
度
と
は
？

市
が
保
有
し
て
い
る
情
報
の
中
に
含

ま
れ
て
い
る
個
人
情
報
を
適
正
に
取
り

扱
う
こ
と
を
定
め
、
自
己
に
関
す
る
情

報
に
つ
い
て
開
示
を
請
求
し
た
り
、
誤

り
が
あ
る
場
合
に
は
訂
正
等
を
請
求
す

る
こ
と
の
で
き
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
個
人
の
権
利

利
益
の
保
護
を
図
る
と
と
も
に
、
市
政

の
公
正
か
つ
民
主
的
な
運
営
を
推
進
し

ま
す
。

◎
請
求
で
き
る
人
は
？

市
で
保
有
す
る
個
人
情
報
の
本
人
で

あ
る
す
べ
て
の
人
。

◎
個
人
情
報
と
は
？

個
人
情
報
と
は
、
個
人
に
関
す
る
情

報
で
あ
っ
て
、
特
定
の
個
人
が
識
別
さ

れ
、
ま
た
は
識
別
さ
れ
得
る
も
の
を
い

い
ま
す
。
例
え
ば
、
氏
名
、
住
所
、
年

齢
、
職
業
、
学
歴
、
収
入
な
ど
が
該
当

し
ま
す
。

◎
制
度
を
実
施
す
る
市
の
機
関
は
？

・
市
長
・
消
防
長
・
教
育
委
員
会

・
選
挙
管
理
委
員
会
・
公
平
委
員
会

・
監
査
委
員
・
農
業
委
員
会

・
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

・
議
会
・
水
道
事
業
管
理
者

◎
請
求
で
き
る
内
容
は
？

・
自
己
に
関
す
る
個
人
情
報
の
開
示
の

請
求

・
自
己
に
関
す
る
個
人
情
報
に
誤
り
が

あ
る
と
き
の
訂
正
の
請
求

・
市
が
、
条
例
に
定
め
る
手
続
き
に
よ

ら
な
い
で
個
人
情
報
を
収
集
し
た
場

合
、
そ
の
情
報
の
削
除
の
請
求

◎
開
示
で
き
な
い
個
人
情
報
は
？

・
法
令
等
の
規
定
に
よ
り
開
示
で
き
な

い
個
人
情
報

・
個
人
の
評
価
、
診
断
、
判
定
及
び
選

考
に
関
す
る
個
人
情
報
で
あ
っ
て
、

本
人
に
知
ら
せ
な
い
こ
と
が
正
当
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

・
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
公
正
又
は

適
正
な
行
政
執
行
に
著
し
い
支
障
が

生
じ
る
と
認
め
ら
れ
る
個
人
情
報

◎
問
い
合
わ
せ

情
報
推
進
課

�
内
線
３
３
５

瑞浪市役所 ���－����
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第第����回回特特別別展展
日日本本のの化化石石シシリリーーズズ⑤⑤

����月月��日日��～～����月月��日日��

化石博物館 ���－����

��月��日� 午後６時��分～

��月�日�
～��月�日�

東 濃 西 部
歴史民俗資料館 瑞浪陶磁資料館

－ 明 窓 浄 机 の 愛 品 －

特別展

��

������������
���� 岐阜テレビで放映

��月��日�
～��月��日�

����
�

�
��

����

市之瀬廣太記念美術館 ���－����

企画展
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今回は､ 新潟・長野・山梨県産の代表的な化石を展
示します｡ 新潟県と長野県の古生代 (約３億年前) ・
中生代 (約１億年前) のアンモナイトや､ この地方か
らも産出する新生代 (約����万年から���万年前まで)
の植物・貝・魚など､ 当館の収蔵品を中心に約���点
の化石を展示します｡

'(#)*+��,(-./0123456

休館日／毎週月曜日と��月��日､��月４・��・��日

古来より文人墨客は､ 硯､ 墨､ 筆､ 紙を文房四
宝と呼び貴んできました｡
今回は､ 硯､ とくに陶製の硯と水滴に光をあて

���点に及ぶ資料を展示します｡
奈良時代の末､ 各務原市で焼かれた須恵器の大
型円面硯､ 土岐市美濃陶磁歴史館所蔵の陶片と多
治見工業高校に在る陶片とが数十年の時を経てピ
タリと合った､ という奇しき因縁の元屋敷窯 (土
岐市) 出土の織部硯等々｡

また室町､ 桃山時代の遊び心豊かな水滴から､
銅版転写技法により絵付けされた明治期のものま
で､ なかでも人間国宝故荒川豊蔵がこよなく愛し､
秘蔵していた珠玉の水滴のコレクションの数々は､
その研ぎ澄まされた感性を伺わせるに足る優品ば
かりです｡

食糧の確保さえ必死な時代に､ 女性達が就
業のため作り出した工芸品 ｢アップリケ｣ が､
半世紀後によみがえりました｡
※現在資料館で開催中の同展は､ ご要望に応
え､ ��月５日�まで会期を延長いたします｡

郷土の産んだ地元洋画界の祖､ 宮地志行
(日吉町半原出身､ 昭和��年 (����)	�歳で
逝去) の作品を展示､ 美をとおして心をは
ぐくむ作品を鑑賞していただきます｡

平成��年��月��日
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ただいま 集計中
ご協力ありがとうございました｡ 調査票の回

収も無事終わりました｡ 集計結果は､ みなさん
のまちづくりなどに役立てます｡

総務庁統計局
岐阜県・瑞浪市

����

第２弾

竜吟峡～大湫宿で開催

��������	

��������

��
������������
�
�����

��月は 『労働保険適用促進月間』 です
一人でも労働者を雇っていれば､ 事業主は ｢労
働保険｣ の加入手続きをしなければなりません｡
◎ハローワーク多治見 ���－����

�� !"#$%&'()

*+,-.��月��日�･��日�

/////////////0000000000000111111111111122222222222223333333333333444444444444455555555555556666666666666

777777777777788888888888889999999999999:::::::::::::;;;;;;;;;;;;;<<<<<<<<<<<<<=============             :::::::::::::
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地元商店街活性化のため､ ��月１日から来年
１月��日まで､ 市内各金融機関､ 商工会議所､
瑞浪物産観光案内所で商品券を販売します｡
市内全域､ 加盟店のポスターのある約���店舗
で使用できます｡ ぜひご利用ください｡
◆問い合わせ 物産観光案内所���－����

“まちづくりは人づくり”の掛声のもと､ 陶町
民総出で作りあげた茶壺のビデオがこのほど完
成しました｡ 四季折々の風景と制作過程の織り
成すドラマは､ だれもが楽しめる作品となって
います｡ 希望される方はご予約ください｡
◆タイトル 『豊穣の壺』 (制作 近藤潔)
◆販売価格 １本 �����円 (��	
�分)
◆予約申込 ��月��日� 締切り
◆問合せ・申込先 陶コミュニティーセンター

���－����

＊ビデオは､ ��月��日�から陶コミュニティー
センターで代金と引換でお渡しします｡

釜戸まちづくり推進協議会では､ 両日の出店
者を募集しています｡
◆問い合わせ まちづくり推進協議会事務局
(釜戸コミュニティーセンター内)���－����

固定資産税の適正な課税のため､ 新築・増築
家屋の調査を行っています｡ 調査に伺いました
ら､ ご協力をお願いします｡ 次のような家屋に
ついても調査の対象となります｡
・簡易な建物でも家屋の要件を備えているもの
・床面積の大小は問いません
・平成��年以前の建築であっても未調査の家屋
＊家屋を取り壊されたときは､ ｢建物取り壊し
届｣ を税務課または各コミュニティーセンター
に提出してください｡
◆問い合わせ 税務課 �内線���・���

野良猫等にエサを与えている人を見かけます
が､ エサを与える事は飼っている事と同じです｡
エサを与えると近くに住みつき､ 野良猫等の
フン害や､ 家の中に入り込まれ悪さをされて困っ
ている人がいます｡ 自分で飼わないのであれば､
エサを与えないでください｡
また､ 飼い猫には首輪等の目印をつけ､ フン
や尿の ｢しつけ｣ をし､ 他人に迷惑をかけない
よう飼育してください｡
野良猫でお困りの方は､ 捕獲用おりの貸し出
しをしていますので､ 環境課 (�内線	
�) ま
でご連絡ください｡

瑞浪市役所 �
�－����
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９
月
��
日
、
市
民
公
園
内
の

『

日
中
不
再

戦
の
誓
い』

の
碑
前
で
、
王
慶
前
中
国
大
使

館
一
等
書
記
官
ら
関
係
者
約
��
人
が
出
席
し

て
、
第
��
回
中
国
人
殉
難
者
慰
霊
供
養
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
供
養
祭
は
、
戦
時
中
の
地
下
軍
需
工

場

(

地
下
壕)
建
設
の
た
め
、
強
制
労
働
に

よ
り
亡
く
な
っ
た
中
国
人
��
人
を
供
養
す
る

も
の
で
す
。
毎
年
日
中
の
恒
久
平
和
を
願
っ

て
、
中
国
人
殉
難
者
瑞
浪
市
供
養
会

(

加
藤

武
志
会
長)

に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
中
国
か
ら
の
交
換
留

学
生
は

｢

不
幸
な
歴
史
を
二
度
と
繰
り
返
さ

な
い
た
め
に
も
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
を

深
め
る
と
い
う
、
若
者
の
は
た
す
べ
き
役
割

が
あ
る
と
思
い
ま
す｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

９
月
��
日
か
ら
��
日
の
間
、
瑞
浪
市
友
好
代
表
団

が
、
中
国
湖
南
省
醴
陵
市
な
ど
を
訪
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
醴
陵
市
と
瑞
浪
市
が
昭
和
��
年
に
友
好

提
携
し
て
か
ら
７
回
目
の
訪
問
で
、
醴
陵
市
第
四
中

学
校
な
ど
を
視
察
、
湖
南
省
外
事
弁
公
室
の
方
々
と

も
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

代
表
団
は
、
市
川
晴
宣
市
議
会
議
長
を
団
長
に
、

永
井
恒
収
入
役
、
小
木
曽
正
敏
国
際
交
流
推
進
協
議

会
理
事
、
野
平
統
一
郎
教
育
委
員
、
田
中
宜
子
国
際

交
流
推
進
協
議
会
監
事
、
長
山
真
弓
国
際
交
流
推
進

協
議
会
理
事
ら
８
人
で
す
。

９
月
�	
日
、
釜
戸
町
の
み
ず
な
み

陶
生
苑
を
�
嶋
市
長
が
訪
れ
、
こ
の

日
満
百
歳
を
迎
え
た
ふ
さ
さ
ん

(

釜

戸
町
上
切)

に
花
束
な
ど
を
手
渡
し
、

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

足
立
さ
ん
は
、
明
治
��
年
生
ま
れ
、

市
内
で
６
番
目
の
長
寿
者
で
す
。

４
男
４
女
を
育
て
上
げ
ら
れ
、
孫

��
人
ひ
孫
��
人
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

ふ
さ
さ
ん
は

｢

百
人
一
首｣

が
大

の
得
意
で
、
家
族
と
共
に
毎
年
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

平成��年��月�
日
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９
月
��
日
、
大
湫
町
の
田
ん
ぼ
の
真
ん
中
に

あ
る
ふ
れ
あ
い
広
場
高
砂
に

｢

ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー｣
が
完
成
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
町
出
身
で
高
砂
工
業
株
式
会
社

会
長
の
鈴
木
喜
義
氏
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
工
場

跡
地
を
、
同
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

(

安
藤
秋
義
会
長)
が
整
備
し
た
も
の
で
、
町

内
の
活
動
は
も
と
よ
り
、
市
外
か
ら
大
湫
宿
を

訪
れ
る
多
く
の
人
に
交
流
の
場
を
提
供
す
る
も

の
で
す
。

集
会
室
な
ど
を
備
え
た
建
物
は
���
㎡(
��
坪)

、

申
し
込
め
ば
宿
泊
も
可
能
と
の
こ
と
、
展
示
室

も
設
け
ら
れ
、
将
来
の
郷
土
館
建
設
を
も
視
野

に
入
れ
、
現
在
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
街
道
・
民
俗

関
係
資
料
を
収
集
展
示
し
て
い
ま
す
。

中
央
公
民
館

(

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー)

の
自
然
観

察
講
座
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

年
６
回
の
講
座
を
通
じ
、
市
中
央
部
を
貫
く
土
岐

川
を
学
習
の
場
と
し
な
が
ら
、
人
と
自
然
の
関
わ
り

を
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
し
て
い
ま
す
。

一
人
で
も
、
親
子
で
も
、
一
回
の
み
の
参
加
も
結

構
で
す
。

８
月
の
第
１
回
は

｢

水
生
昆
虫
を
調
べ
る｣

、
２

回
目
は

｢

夏
の
植
物
観
察｣

で
し
た
。

来
る
��
月
��
日
�
の
第
３
回
で
は

｢
秋
の
植
物
観

察｣

、
��
月
��
日
�
と
来
年
２
月
に
は

｢
バ
ー
ド
ウ

オ
ッ
チ
ン
グ｣

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
、
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
�
６
８－

５
２
８
１

９
月
��
日
、
明
世
町
の
市
民
公
園
で『

動
物
愛
護
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
・
イ
ン
・
東
濃』

が
開
催
さ
れ
、
五
千
人

も
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
県
、
瑞
浪
市
、
県
獣
医
師
会
で
つ
く
る
実
行

委
員
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、
会
場
は
、
動
物
と
の
触

れ
あ
い
を
と
お
し
て
命
の
大
切
さ
を
学
べ
る
よ
う
、
子

犬
の
し
つ
け
方
教
室
や
乳
し
ぼ
り
体
験
、
盲
導
犬
や
聴

導
犬
等
、
様
々
な
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
当
日
、
動
物
愛
護
に
関
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
、

日
本
動
物
保
護
管
理
協
会
長
賞
と
し
て
明
世
小
学
校

(

児
童
に
よ
る
飼
育
を
長
年
続
け
、
動
物
愛
護
の
心
の

育
成
と
実
践
に
努
め
て
い
る
功)

が
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
実
行
委
員
会
長
賞
と
し
て
中
山
照
夫
さ
ん(

学
園
台)

が
、
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
県
獣
医
師
会
長
賞
と
し
て
小
木

曽
千
愛
さ
ん(

瑞
浪
中
２
年)

ら
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

瑞浪市役所 ���－����
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教
育
委
員
長
に

早

瀬

宣

明
さ
ん

教

育

長

に

河

合

哲

心
さ
ん

教

育

委

員

に

近

藤

泰

文
さ
ん

��
月
２
日
、
第
９
回
瑞
浪
市
教
育
委

員
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
の
一
年

間
教
育
委
員
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
小

木
曽
正
敏
さ
ん
に
代
わ
り
、
明
世
町
の

早
瀬
宣
明
さ
ん
が
新
し
い
教
育
委
員
長

に
選
ば
れ
ま
し
た
。

委
員
長
の
任
期
は
１
年
で
、
教
育
委

員
会
の
会
議
を
主
宰
し
、
教
育
委
員
会

を
代
表
し
ま
す
。

ま
た
、
定
例
会
に
先
立
ち
新
教
育
委

員
と
し
て
、
土
岐
市
の
河
合
哲
心
さ
ん

と
宮
前
町
の
近
藤
泰
文
さ
ん
に
辞
令
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。
委
員
の
任
期
は
４

年
で
、
教
育
委
員
会
の
規
則
の
制
定
や
、

学
校
教
育
・
生
涯
学
習
の
方
針
の
決
定

の
ほ
か
、
教
育
予
算
に
つ
い
て
意
見
を

申
し
出
る
な
ど
、
市
の
教
育
の
重
要
事

項
を
審
議
し
ま
す
。

な
お
、
河
合
哲
心
さ
ん
は
、
任
期
満

了
で
退
任
し
た
近
藤
愼
平
前
教
育
長
の

後
任
と
し
て
新
し
く
教
育
長
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。
河
合
さ
ん
は
、
岩
村
高
等

学
校
長
、
瑞
浪
高
等
学
校
長
を
歴
任
さ

れ
て
い
ま
す
。

河
合
教
育
長
の
抱
負

こ
の
度
、
縁
あ
っ
て
瑞
浪
市
教
育
長

の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
た

め
、
児
童
生
徒
、
青
少
年
育
成
の
た
め

に
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
世
紀
最
後
の
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
は
、
日
本
選
手
の
華
々
し
い
活
躍

で
、
ス
ポ
ー
ツ
教
育
の
成
果
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
の
人
格
形
成
が
如
実
に
語
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会
場

市
役
所
ロ
ビ
ー

▽
小
学
１
年

景
山
雅
之(

陶)

小
栗
祥
弥

(

明
世)

東

紘
右

(

明
世)

玉
木
美
千
子(

釜
戸)

▽
同
２
年

山
内
里
紗(

瑞
浪)

塚
本
真
夕

(

稲
津)

安
藤

槙

(

稲
津)

山
路
知
穂

(

釜
戸)

▽
同
３
年

西
尾
英
夏(

瑞
浪)

稲
垣
沙
也
加

(

土
岐)

加
藤
み

わ

(

陶)

安
藤
紗
織

(

稲
津)

加
知
保
乃
花

(

稲
津)

水
野
真

悠
子

(

釜
戸)

▽
同
４
年

宗
田
美
優(

土
岐)

小
栗
千
明

(

稲
津)

水
野
靖
子

(

日
吉)

桐
井
沙
月

(

大
湫)

▽
同
５
年

江
本
雄
馬(

土
岐)

三
尾
恭
一

(

土
岐)

白
鳥
泰
佑

(

稲
津)

安
藤
佳
子

(

稲
津)

西
尾
昇
平

(

稲
津)

木
村
彰
宏

(

日
吉
小)

▽
同
６
年

鈴
木
春
香(

稲
津)

安
藤
広
恵(

稲
津)

小
木
曽
令

(

明
世)

板
橋
奈
帆
子

(

日
吉)

▽
中
学
１
年

板
橋
富
美

(

瑞

陵)▽
同
３
年

加
納
裕
丈(

瑞
陵)

平成��年��月��日

ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
は
今
年
度
だ
け
で
も
五
千
万

円
恐
喝
事
件
と
か
、
��
才
の
学
生
が
引

き
起
こ
し
た
殺
人
事
件
と
か
前
代
未
聞

の
事
件
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。

今
年
も
あ
と
３
カ
月
で
、
善
い
事
も

悪
い
事
も
、
��
世
紀
の
実
績
を
踏
ま
え
、

��
世
紀
へ
の
か
け
橋
を
渡
る
大
切
な
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
支
え
に

し
て
、
こ
の
か
け
橋
を
将
来
を
担
う
子

ど
も
達
の
育
成
に
輝
か
し
い
展
望
を
も
っ

た

｢

愛
の
か
け
橋｣

に
す
る
よ
う
に
努

力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

近
藤
委
員
の
抱
負

世
相
の
荒
廃
が
憂
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
程
、
教
育
改
革
国
民
会
議
の
中

間
報
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。｢

人
間
性

豊
か
な
日
本
人
を
育
成
す
る｣

と
い
う

項
目
の
中
に

｢

教
育
の
原
点
は
家
庭
で

あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る｣

と
い
う
文
言

が
あ
り
、
私
た
ち
大
人
に
課
せ
ら
れ
た

も
の
は
大
き
い
と
い
う
気
が
し
ま
す
。

ま
た
、
瑞
浪
市
も
��
世
紀
に
は
高
齢

社
会
と
な
り
、
高
齢
者
の
方
々
の
経
験

や
力
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
社
会
に
役

立
て
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
事
を
考
え
た
時
、
生
涯
学

習
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

皆
様
の
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
、
微
力

な
が
ら
こ
の
大
役
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
所
存
で
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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生涯学習施設 ��月の休館日
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総合文化センター ６､ ７､��､��､��､��日

市 民 図 書 館 ６､７､��､��､��､��､��日

市 民 体 育 館 ４､ ７､��､��､��､��日

化 石 博 物 館
陶 磁 資 料 館
市之瀬記念美術館
地 球 回 廊

４､６､��､��､��､��､��日

サイエンスワールド ４､６､��､��､��､��日

文 化 会 館 ２､ ９､ ��､ ��､ ��日

美
し
い
自
然
の
中
で
心
の
ふ
れ
あ
い
を
！

天
徳
も
ん
じ
ゃ
の
森

代
表

小
栗

正
常

瑞浪市役所 ���－����

９
月
��
日
、
瑞
浪
市
中
学
校
英
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
が
、
陶
中
学
校
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
中
学
生
の
英

語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
向
上
を
目
指
し
た
も
の
で
、
今
回
で

９
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

発
表
は
、
２
年
生
が
暗
唱
部
門
、
３

年
生
は
ス
ピ
ー
チ
部
門
に
そ
れ
ぞ
れ
わ

か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
日
頃
の
英
語
学
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
堂
々
と
し
た
発
表
ぶ
り
で

し
た
。
ま
た
、
陶
中
生
徒
も
発
表
者
の

ス
ピ
ー
チ
を
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

審
査
に
あ
た
っ
た
東
濃
教
育
事
務
所

の
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
ミ
ッ
シ
ェ
ル
さ
ん
は
、

｢

自
分
が
思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
英
語

で
表
現
し
て
い
く
こ
と
が
、
と
て
も
大

切
で
す｣

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
く

審
査
員
の
福
地
主
事
は
、｢

日
常
の
ほ

ん
の
些
細
な
出
来
事
を
、
英
語
で
表
現

し
て
い
く
こ
と
が
、
英
語
上
達
の
ポ
イ

ン
ト
で
す｣

と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
結
果

(

敬
称
略)

◆
暗
唱
部
門

(

二
年
生)

[
金
賞]

松
井

沙
織

(

瑞
陵
中)

[

銀
賞]
西
堀

絵
理(

麗
澤
瑞
浪
中)

◆
ス
ピ
ー
チ
部
門
(

三
年
生)

[

金
賞]

大
泉
そ
の
枝

(

日
吉
中)

[

銀
賞]

秋
田

奈
美

(

瑞
浪
中)

私
た
ち
は
、
自
然
環
境
を
守
る
た
め

森
林
整
備
と
植
樹
を
行
い
、
地
域
住
民

が
健
康
で
明
る
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

の
で
き
る
場
を
造
ろ
う
と
思
い
立
ち
、

有
志
に
よ
り

｢

天
徳
も
ん
じ
ゃ
の
森｣

建
設
を
平
成
９
年
７
月
に
着
手
、
��
年

４
月
�	
日
の『

み
ど
り
の
日』

に
完
成
、

活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

資
金
、
機
器
、
物
品
、
技
術
な
ど
す

べ
て
有
志
の
提
供
で
賄
い
、
運
営
は
代

表
７
名
に
よ
る
合
議
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ラ
ベ
ン
ダ
ー
、
桔
梗
を
は
じ
め
と
し

た
お
花
畑
、
鯉
や
川
魚
の
泳
ぐ
大
池
、

メ
ダ
カ
の
中
池
と
浅
池
。
松
林
の
中
の

水
路
に
は
沢
ガ
ニ
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
方
々
に
は
懐
か
し
い

二
宮
金
次
郎
像
と
歌
碑
は
ち
ょ
っ
と
し

た
話
題
に
も
な
り
ま
し
た
。

平
成
��
年
１
月
に
は
、『

第
３
回
植

樹
祭』

も
行
い
ま
し
た
。
ヒ
ト
ツ
バ
タ

ゴ
��	
本
、
桜
��
本
、
シ
デ
コ
ブ
シ
��
本

も
順
調
に
成
長
し
、
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
と

桜
は
花
を
つ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
は
、
子
ど
も
会
を
は
じ
め
様
々
な

グ
ル
ー
プ
の
活
動
の
場
と
し
て
、
大
勢

の
方
々
が
利
活
用
し
て
い
ま
す
。

美
し
い
自
然
の
中
で
、
飽
き
る
こ
と

な
く
目
を
輝
か
せ
、
無
心
に
遊
び
ま
わ

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
目
の
あ
た
り
に

見
る
時
、
私
た
ち
は
最
高
の
喜
び
を
感

じ
ま
す
。
そ
し
て
何
に
も
代
え
が
た
い

こ
の
美
し
い
環
境
を
、
後
世
に
し
っ
か
り

残
さ
ね
ば
と
心
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
森
は
、
一
日
市
場
生
産
森
林
組

合
の
山
林
の
一
部
を
、
無
償
で
利
用
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
、
こ
の
ご
好
意
に
報

い
る
た
め
に
も
、
更
な
る
努
力
を
重
ね

よ
う
と
メ
ン
バ
ー
全
員
心
に
誓
っ
て
い

ま
す
。

私
た
ち
の
願
い
は
、
自
然
と
共
生
す

る
す
ば
ら
し
い
森
が
各
地
に
誕
生
し
て

く
れ
る
こ
と
で
す
。

天
徳
も
ん
じ
ゃ
の
森
に
、
是
非
一
度

足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
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��月�日�
～��月��日�

～パンニャ・メッタ子どもの家～
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�����������

今
回
の
ミ
ニ
展
は
、
イ
ン
ド
の
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た
絵

画
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

明
世
町
の
大
岩
智
和
さ
ん
が
、
今
年
１
月
、
イ
ン
ド
・
バ

ン
ダ
ラ
県
に
あ
る
日
本
人
な
ど
の
募
金
を
も
と
に
開
設
さ
れ

た
孤
児
た
ち
の
福
祉
施
設

｢

パ
ン
ニ
ャ
・
メ
ッ
タ
子
ど
も
の

家｣

を
訪
れ
、
絵
・
版
画
を
教
え
ま
し
た
。

そ
の
時
の
子
ど
も
た
ち
の
作
品
と
イ
ン
ド
の
子
ど
も
た
ち

の
姿
を
と
ら
え
た
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。
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日本古来の楽器の音色を聴く ｢としょかんホー

ムコンサート｣ が９月��日､ 市民図書館で開催さ

れ､ 約���人のみなさんが繊細な音の調べを楽し

みました｡

◆ 臨時休館日のお知らせ ◆

��月��日�～��日�
『ばく書休館日』

館内の修繕工事および本の整理のため休館します｡
ご迷惑をおかけしますがご協力をお願いします｡

演奏は､ 横笛の田中敏長さん (可児市在

住)､ 琵琶の久世旭扇さん (名古屋市在住)

で､ 笛にあわせて日本の歌を合奏したり､

笛の作り方の話などを織り混ぜた､ 約２時

間のコンサートでした｡

当日は､ 雨天のため室内での演奏でした

が､ ススキや萩に囲まれた会場では龍笛､

琵琶の音色がゆったりと広がり､ 幻想的な

雰囲気の中でコンサートは行われました｡

平成��年��月��日

�������
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瑞浪市教育委員会は､ 日吉町の美濃歌舞伎博物館相生座が保存・管理する､ 歌舞伎の衣裳三点を､

平成��年９月１日､ 市の有形民俗文化財に指定しました｡

指定の理由 江戸末から明治中頃にかけて製作され､ 芝居の役柄によっ
て決められている ｢役衣裳｣ と呼ばれるもの､ 歌舞伎にしか見られな
い独自の工夫がなされている衣裳などがある｡
また､ 施されている刺繍は､ 相撲の化粧回しなどに使用される特殊
な江戸刺繍によるもので､ 芸術的・技術的にも非常に優れ､ 当時のま
まの形で保存・継承されておりたいへん貴重である｡

地歌舞伎に関する資料等提供のお願い
瑞浪市では､ 市指定文化財の ｢歌舞伎衣裳｣を来春一般公開します｡
衣裳のほかに､ 地歌舞伎に関する様々な資料を展示したいと考えて
います｡ この地方では､ 昭和初期まで地区の青年団などが主体となっ
て､ 盛んに芝居を上演していました｡ つきましては､ 昭和��年以前の
地歌舞伎に関する写真・文献などをお持ちの方は､ ぜひご連絡ください｡

担当 瑞浪市教育委員会文化施設課 ���－����

��������	
��

����年�月�日～�月��日 会場

無料

妖
術
使
い
な
ど
の
役
に

使
用
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輸
出
陶
磁
器
検
査
の
仕
事
を
四
十
年
間
勤
め
上

げ
、
今
春
市
の
関
連
施
設
管
理
者
の
公
募
を
市
報

で
知
っ
た
の
は
、
か
ね
が
ね
生
涯
現
役
で
、
何
か

少
し
で
も
地
域
社
会
に
役
立
ち
た
い
と
思
っ
て
い

た
矢
先
の
こ
と
で
し
た
。

六
十
五
歳
に
な
っ
て
履
歴
書
が
書
け
る
な
ん
て
、

体
中
に
幸
福
感
が
み
な
ぎ
り
ま
し
た
。
念
願
が
か

な
い
四
月
よ
り
こ
の
職
場
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

陶
器
関
係
の
仕
事
の
経
験
者
と
い
っ
て
も
全
く

新
し
い
分
野
で
す
。
資
料
館
に
来
て
先
ず
感
じ
た

こ
と
は
、
先
人
諸
氏
の
努
力
に
よ
っ
て
素
晴
ら
し

い
施
設
が
完
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
長
年
に
亘
る

収
蔵
品
の
収
集
が
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
は
あ

る
が
熱
意
を
も
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
更
に

作
陶
を
通
し
て
文
化
の
発
信
が
積
極
的
に
展
開
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

中
国
の
故
事
に

『

欽
事
不
忘
掘
井
人』

と
言
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
昔
の
中
国
で
は
水
が
大
変
貴

重
で
、
井
戸
を
掘
っ
た
人
の
恩
を
片
時
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
戒
め
の
言
葉
で
す
。

資
料
館
創
設
か
ら
の
先
輩
諸
氏
の
努
力
を
肝
に

命
じ

｢

温
古
創
新｣

の
気
持
ち
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
重
ね
て
中
国
の
故
事
を
引
用
し
ま
す
。

『

十
年
偉
大
な
り
、
二
十
年
畏
る
べ
し
、
三
十
年

に
し
て
歴
史
な
る』

の
言
葉
通
り
、
今
歴
史
へ
の

道
を
歩
み
出
し
ま
し
た
。

資
料
館
は
専
門
家
の
研
究
、
失
わ
れ
る
民
俗
文

化
遺
産
の
収
集
と
保
護
管
理
等
の
ほ
か
、
文
化
並
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び
に
遺
産
情
報
の
公
開
、
文
化
遺
産
を
通
し
て
の

歴
史
的
・
精
神
的
な
啓
蒙
活
動
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

公
的
財
産
、
民
族
的
遺
産
に
対
し
、
公
的
資
金

を
投
入
し
て
、
一
部
の
専
門
家
や
一
部
住
民
の
趣

味
的
な
た
の
し
み
に
寄
与
し
て
は
な
ら
な
い
。

遺
産
の
管
理
の
み
の
、
金
庫
番
的
役
割
の
み
に

終
わ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

お
陰
さ
ま
で
職
員
の
資
質
に
も
恵
ま
れ
、
専
門

委
員
の
方
々
か
ら
の
ご
支
援
を
戴
き
な
が
ら
、
衣

食
住
の
充
足
の
時
代
か
ら
、
心
の
豊
か
さ
・
癒
し

と
知
性
を
求
め
る
時
代
へ
の
変
遷
に
あ
た
っ
て
、

民
族
共
有
の
財
産
と
し
て
の
再
認
識
と
、
全
体
と

し
て
巾
広
く
付
加
価
値
の
高
い
、
五
体
で
感
じ
、

来
館
後
に
感
動
が
残
り
、
再
度
訪
れ
た
い
と
思
え

る
企
画
・
展
示
を
心
が
け
、
小
さ
な
街
の
小
さ
な

資
料
館
と
し
て
、
市
民
に
愛
さ
れ
る
施
設
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

瑞
浪
陶
磁
資
料
館

伊
藤
一
好

瑞浪市役所 ���－����



(注) 退職手当の１人当たり平均支給額は､ ��年度に退職した
全職種に係る職員に支給された平均額です｡

(７) 職員手当の状況 (平成��年４月１日現在)(１) 人件費の状況 (普通会計決算)

(注) 人件費には､ 特別職に支給される給料､ 報酬等も含まれ
ています｡

(２) 職員給与費の状況 (普通会計予算)

(注) １､ 職員手当には退職手当は含まれていません｡
２､ 給与費は当初予算に計上された額であり､ 給与改善
分 (���％) を含んでいます｡

(平成��年４月１日現在)

(３) 職員の平均給料月額・平均給与
月額及び平均年齢の状況

(注) 一般行政職は､ 一般職のうち税務職・医療技術職・保健
職・福祉職・消防職・技能労務職・教育職・企業職を除
いた職員をいいます｡ 瑞浪市全職員���人のうち一般行政
職は���人､ 技能労務職は��人です｡

(４) 職員の初任給の状況 (平成��年４月１日現在)

(注) 経験年数とは､ 卒業後ただちに採用され引き続き勤務し
ている場合の採用後の年数をいいます｡

(５) 職員の経験年数別･学歴別平均給料月額の状況
(平成��年４月１日現在)

(注) １､ 職員数は､ 本市給与条例に基づく給料表の各級の在
級者数です｡

２､ 標準的な職務内容とは､ それぞれの級に該当する代
表的な職名です｡

(６) 一般行政職の級別職員数の状況 (平成��年４月１日現在)

(８) 特別職の報酬等の状況 (平成��年４月１日現在)

(注) 職員数は一般職に属する職員数であり､ 地方公務員の
身分を保有する休職者等を含み､ 臨時又は非常勤職員
を除いています｡

(９) 定員の状況 部門別職員数の状況(平成��年４月１日現在)

��

� � � � � � � � 	 � 
 �
この公表は､ 瑞浪市職員の給与等の実態についてお知らせするものです｡
※給与より､ 税､ 社会保険料等が控除され支給されます｡
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運転技能
講 習 会
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無 料

��������	
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◎保全協力費 ���円 雨天中止
◎申込・問合せ先 ��月��日�までに
稲津コミュニティーセンター���－����へ

!"#$%&'()*+,

��月��日�

-./#$01234/()*+,

56789:;<2

��月��日
～��日

=">?@A�BC4
:D<.2E	

��月��日
～��日

FGHI�JKLMN

O��PQR	SR
��月�日� ９時��分集合

あなたの技術・経験・情熱を開発途上国で活か
してみませんか｡ 予約不要､ 入場無料
・��月��日� ��時��分～
・多治見市学習館 (まなびパークたじみ内)���－����
・満��歳から満��歳までの日本国籍をもつ方

・��月��日� �	時～�
時
・栄ガスビル(名古屋市)����－���－	���

・満	�歳から満
�歳までの日本国籍をもつ方
◆問い合わせ ��
�中部国際センター･アネックス

����－���－	���

�����／／��������／�����／���������� !

学科 ��月６日�・７日� 受講料��"���円
玉掛技能講習会
学科 ��月��日�・��日� 受講料��"���円

学科会場 セラトピア土岐 (土岐市土岐津町高山)
実技会場 岐阜クレーン教習所 (岐阜市西明見町)
※実技は��月��日�～�	日�の内の指定した日
◆問合せ・申込先 東濃産業労働協会��	－	���

◆対 象 者 雇用就業を希望する��歳以上おおむ
ね
�歳までの方
◆募集定員 ��人程度 (申込み多数の場合は抽選)
◆会 場 多治見市文化会館
◆講 習 日 ��月��日�～��月７日�

◆参 加 費 受講無料､ テキスト代無料
◆申込期限 ��月６日� (当日消印有効)
◆申込方法 往復ハガキに ｢オフィスクリーニン
グ､ 多治見市希望｣ とし､ 郵便番号・住所・氏
名・性別・生年月日・自宅電話番号を明記
◆申 込 先 �岐阜県シルバー人材センター連合会
技能講習係 〒������	�岐阜市雲井町����

����－��
－����

◆期日 ��月３日�９時	�分～��時 (雨天実施)
◆会場 校内 (土岐市泉町河合)
◆内容 野焼き窯の窯出し・児童生徒作品展・陶
芸実技コーナー・ＰＴＡのバザーなど
◆問い合わせ 岐阜県立東濃養護学校

���－����

核融合研究への理解とその最先端の物理学への
興味をもっていただくことを目的として､ 本年度
も一般公開を行います｡ 楽しい展示・企画がいっ
ぱいです｡ みなさんご来場ください｡
※�#土岐市駅からの無料シャトルバスあり
・テーマ ｢��世紀発��世紀へ

～未来エネルギー探検隊～｣
・公開内容 世界最大のへリカル型プラズマ実験
装置､ スーパ－コンピュータシミュレーション研
究､高温プラズマ加熱装置､ 温度１億度計測装置､ 超
伝導と極低温の不思議世界､実験･工作コーナーなど
・講演会 ｢１億度をめざして｣ ・講師 浜田泰司
※当日は上履きをご持参ください｡
◆問い合わせ 一般公開実行委員会 ���－����
ホームページ �����／／������$%������／���������� !

・使用時期､ 使用量､ 使用方法などを守る｡
・種類により､ 臓器の機能低下をまねいたり副作
用を起こすため､ 重複した使用はさける｡
・薬の保存は､日光･高温･湿気のある所は避ける｡
・子どもの手の届く所に置かない｡
・医師､ 薬剤師など専門家に相談して使用する｡

～目配りで､ 安全省エネＬＰガス～
ＬＰガスを使うときは､ 点火､ 着火を必ず目で
確かめ､ 青い炎で使ってください｡ また､ 換気に
も注意しましょう｡
〈火災のときは〉容器バルブを閉め､ 消防署員など
に容器の位置を知らせ､ 後の処置を頼んでください｡
〈地震のときは〉器具せん､ 元せんを閉め､ 火を全
部消してください｡ 容器バルブも閉めてください｡

瑞浪市役所 �
�－����
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近年日本の食糧自給率は大きく低下しています｡
平成��年度の穀物自給率は､ ��％となってい

ます｡
食糧自給率の低下は､ 長期的には､ 米消費の減
少､ 畜産物・油脂類の消費の増加など､ 食生活の
変化が､ また短期的には､ 農業生産が減少したこ
とが大きな要因と言われています｡
また､ 食糧安定供給確保のためには､ 農業生産
の可能な限りの拡大を図ることが重要です｡
今後とも､ 市内で消費する農作物は､ 市内で生
産された農作物でまかなうことを目標として､ 遊
休農地の有効な利活用を図つていく必要があります｡

水稲の生産調整については､ 毎年多数の農家の
方々に格別のご協力をいただき､ 感謝申し上げます｡
地区での生産調整や人手不足､ 時間的要因等で
やむなく休耕田となる場合もあります｡
近年､ このような遊休農地の荒廃が目立ち､ 害
虫の発生原因や近隣耕作者等に大変迷惑となって
いる例が多く見られます｡ 休耕田につきましては､
草刈り等の保全管理に万全を期していただき､ 翌
年の水田復活ができるよう適性管理にご協力をお
願いします｡

長野県佐久市のコスモス街道を初め､ 恵那郡福
岡町の百日紅 (さるすべり) 街道､ 稲津町小里の
ベゴニアなど､ 地域の街道は花でいっぱいです｡
花の美しさは､ 行き交う人の心に安らぎとゆと
りをもたらしてくれます｡
現在市では ｢花の都みずなみ｣ をキャッチフレー
ズに､ 花いっぱい運動を展開しています｡
特に道路に面した遊休農地をお持ちの方､ コス
モスや日向葵 (ひまわり) などの景観形成植物を
植えて､ 美しいまちづくりにご協力ください｡

『安全・安心・健康野菜』 を､ 直接生産者から
消費者へと､ ｢青空市｣ をこの４月から市内３カ
所で開設しています｡

｢みんなの広場｣ (薬師町のユニー隣)
毎週日曜日 ��時～

ときわパーク ｢青空市｣ (ＪＲ瑞浪駅前)
毎週日曜日 ８時～

｢みずなみ夕市｣(明賀台) 毎月第２･第４水曜日
夕方５時～

青空市は､ 農家の ｢とれたて新鮮野菜｣ を市民
のみなさんとなごやかに語り合いながら販売する
もので､ グリーンロード中山道の会員・農業婦人
クラブ・みずなみ青空市・半原二十日会などみな
さんの協力のもとに開かれています｡ みなさんの
積極的なご利用とご協力をお願いします｡

平成��年��月��日

昔､ 地域は子どもが自由に遊び､ 活動し､ 他人
とふれあう中で､ 多様な人間関係を体験すること
ができた場所でした｡
今の地域は､ 子どもにとって生活圏というより
も学校や塾と家庭を結ぶ､ 通路の役割しか果たし
ていないような気がします｡
地域づくりの第一歩は､ まず大人が身近な子ど
もたちに ｢おはよう｣ ｢こんにちは｣ と声をかけ
ることからスタートします｡

子どもたちは大人からの言葉を待っています｡
地味な運動ですが､ どなたでもなれる ｢地域のお
じさん・おばさん｣ の輪を広げていってほしいも
のです｡
家族による ｢家庭づくり｣ と地域の教育力を活
用した ｢地域づくり｣ を柱として､ 青少年の健全
育成を図るために､ 地域のみなさんと一体となっ
て取り組んでいきたいと思います｡

担当 生涯学習課 ���－����
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瑞浪市では公衆衛生の向上を図るため､ 昭和��

年に公共下水道の事業計画を作成し､ 国の認可を
得て､ 昭和��年に下水処理場を建設しました｡ そ
して､ 寺河戸町および高月町を手始めに､ 下水処
理を開始しました｡ その後も､ 処理施設の増設や
下水管の布設を進め､ 順次､ 処理区域の拡大を図っ
ています｡

★その他の下水道
公共下水道の計画がない地域では､ 農業集落排
水事業の実施や合併処理浄化槽の奨励により､ 下
水処理の普及促進を図っています｡
合併処理浄化槽の設置については､ 市に補助制
度がありますのでご活用ください｡

★みなさんへ２つのお願い
①いまだに“下水道へはどんなものでも流してよ
い”と錯覚をしている方がおられるようです｡
処理場では､ 流入する１日当り約１万トンの
汚水を､ 自然界に生息する微生物を利用して処

近年､ 瑞浪市では核家族化が進み､ 単身世帯も
増加しています｡ この中には､ 自治会への加入や
地域行事等に参加しない世帯も多くなってきてい
ます｡
市では､ こうした状況を改善するため､ 市役所
窓口で､ 新たに転入された方々に対し自治会への
加入を要請するとともに､ 区長会などを通じて加
入促進に努めています｡ しかし､ 加入率のアップ
にはなかなかつながらないのが現状です｡
自治会は､ 行政と住民とのパイプ役として､ 住
民の意志や意見を行政に反映させる手立てとして､
また区を通じて行政情報等の伝達を担う役割など､
双方の連携を円滑にする大切な組織です｡
また､ 地域の特性を取り入れた自治会活動は､
住民の理解と協力のもと､ 活発に展開されており､
地区清掃やゴミ出しルール等の環境活動､ 祭等の
伝統行事､ スポーツ・文化活動等､ 幅広いものと
なっています｡
これらの活動を通して培われる､ 住民の連帯感､
相互扶助､ 共同意識などが､ 瑞浪市が目指す 『安
全で住みよいまちづくり』 の実現に大きく寄与す
るものと考えます｡

理しています｡ このため､ 多量の油類や生活排
水以外の異物が流入すると､ 下水処理に大きな
支障をきたします｡ 生き物に害毒のあるような
ものは､ 絶対に流さないでください｡
また､ 各家庭では汚水ます､ 工場や事業所で
は除外施設の清掃を定期的に行って､ 油や沈澱
物を除き､ 清潔で衛生的な環境を保つよう注意
してください｡
②ごく一部ですが下水道使用料金を滞納している
方がいます｡
下水道の管理運営はみなさんの使用料で成り
立っています｡ 使用者の義務として､ くれぐれ
も使用料金を滞納されることのないようご注意
願います｡

環境汚染を防止するために､ みんなで下水道施
設を大切に守って行きましょう｡

担当 下 水 道 課 �内線���

浄化センター ���－����

一方､ 市では､ 市民への行政情報の伝達を主に
広報紙で行っており､ その配布は区長・班長さん
方のご協力を得て､ 各家庭に届けられています｡
広報紙は､ 様々な住民活動や各種行政情報等､
生活に関係深い記事を掲載していますが､ これら
の情報 (広報紙) が届かない家庭もあります｡
これは､ 自治会への加入や活動に参加していな
いことが主な原因となっています｡
市は､ こうした状況を解消するため､ あらゆる
機会を通じて 『住民自治の振興を図る自治会』 へ
の加入を呼びかけて行きたいと思います｡ その第
一声として､
｢自治会未加入世帯の皆さん､ 今すぐお住まいの
自治会へ加入し､ その活動に参加ください｡ そし
て､ 行政の良きパートナーとして住民福祉の向上
にご協力ください｣
市民の皆様の一層のご理解と
ご協力をお願いいたします｡
担当 総務課 �内線���

情報推進課 �内線���

瑞浪市役所 ���－����
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� カ 月 児 健 康 診 査 10月24日�

第�子は13時集合
第�子以上は
14時～14時30分受付

平成12年�月生まれ 母子健康手帳

� 歳 児 健 康 診 査
＊健診終了後､ 希望者に歯
みがき教室を実施します

10月27日� 12時30分開始 平成�年�月生まれ
早朝尿 (50cc位)
歯ブラシ､ コップ
母子健康手帳

� カ 月 児 健 康 相 談
お よ び 離 乳 食 教 室 11月 7 日�

�時30分
～�時45分 平成12年�月生まれ 母子健康手帳

�歳児・�歳�カ月児
歯 み が き 教 室 10月24日� �時～11時 平成�年�月生まれ

平成�年�月生まれ 母子健康手帳
歯ブラシ､ コップ�歳児・�歳�カ月児

歯 み が き 教 室 10月30日� �時～11時 平成�年10月生まれ
平成�年�月生まれ

�歳臼歯ムシ歯予防教室 10月26日� 14時30分開始 平成�年10月生まれ 母子健康手帳
コップ､ タオル

場所
保健センター

◆医師による健康相談…��時～��時
個別相談・血圧測定・尿検査を行います｡
◆乳幼児相談…９時��分～��時
身体計測と育児相談
＊母子健康手帳を持参してください｡
◆栄養相談…９時～��時
栄養士の個別相談｡ ＊電話予約が必要です

��時～ 場所
��時 �分 保健センター

講話 (瀬尾裕志医師)､ 尿検査､ 血圧測定
つらい花粉症やアトピ－性皮膚炎など､ アレ
ルギ－について知りたいことはありませんか｡
もう少しはっきり知りたいこと､ 不安に思っ
ていることなどをぜひこの機会に講師にお尋ね
ください｡
◆申し込み ��月�!日�までに保健センターへ

家族調査票で子宮がん､ 乳がんの医療機関検
診を希望された方に､ 受診票を送付しました｡
有効期限が切れてしまった方で受診を希望さ
れる方は､ 期限を延長しますので､ ��月�!日�

までに受診してください｡

９時 �分 場所
～��時 ハ－トピア

内容 血圧測定・検尿・健康相談・栄養相談

～骨密度測定のお知らせ～
対象 ��歳以上の方､ 料金 �����円
骨粗しょう症とは骨が軽石のようにスカスカ
になって､ ちょっとしたことで折れたりつぶれ
たりする病気のことです｡
自覚症状 (腰背痛・身長が縮む・背中が丸く
なる等) があらわれる前に早期発見するために
は､ 骨密度の測定が欠かせません｡ 短時間で手
軽にできますので､ ぜひご利用ください｡
◆会場･申し込み 保健センター
※定員 (���人) になり次第締め切ります｡

毎週水曜日､ ９時��分までに保健セン
ターにお集まりください｡
＊持ち物 印鑑
＊初妊婦の方は交付後
��分程度のお話があ
ります｡


